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歌
こ
と
ば
と
し
て
の
「
心
の
闇
」

佐
　
藤
　
雅
　
代

キ
ー
ワ
ー
ド
：
歌
こ
と
ば
、
心
の
闇
、
引
歌
、
勅
撰
集
、
私
家
集
、
伊
勢
物
語
、

大
和
物
語
、
源
氏
物
語
、
在
原
業
平
、
藤
原
兼
輔

　
　
　
は
じ
め
に

　
「
心
の
闇
」
と
い
う
言
葉
は
、
現
代
社
会
に
お
い
て
は
、
常
人
の
理
解
を
超

え
た
不
可
解
で
「
不
気
味
な
」
犯
罪
な
ど
を
形
容
す
る
際
に
も
用
い
ら
れ
る
。

一
方
、
日
本
の
古
典
文
学
で
は
、
愛
情
ゆ
え
の
迷
妄
を
表
現
す
る
が
、
人
々
の

深
い
共
感
を
喚
起
す
る
言
葉
と
し
て
機
能
し
て
お
り
、
日
本
人
の
精
神
的
な
基

底
と
も
言
う
べ
き
表
現
で
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
辞
書
類
で
は
、
「
心
の
闇
」
と
い
う
語
は
ど
の
よ
う
に
定
義
さ
れ

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
（
小
学
館
）
の
説

明
を
引
用
す
る
。

　
　
①
煩
悩
に
迷
う
心
を
闇
に
た
と
え
て
い
う
。
思
い
惑
っ
て
理
非
の
分
別
を

失
う
こ
と
。
迷
妄
の
心
。

　
　
②
子
に
対
す
る
愛
か
ら
理
性
を
失
っ
て
迷
う
親
心
を
い
う
。
子
ゆ
え
の
闇
。
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次
に
『
角
川
古
語
大
辞
典
』
か
ら
引
用
し
て
み
る
。

分
別
を
見
失
っ
た
心
を
闇
に
見
立
て
て
言
う
語
。
物
事
の
判
断
が
で
き
な

い
こ
と
。
是
非
善
悪
の
分
別
に
迷
う
こ
と
。
特
に
子
ど
も
を
盲
目
的
に
愛

す
る
親
心
や
、
煩
悩
・
妄
執
な
ど
、
仏
教
的
な
迷
い
に
い
う
こ
と
が
多
い
。

　
『
王
朝
語
辞
典
』
（
東
京
大
学
出
版
会
）
の
「
こ
こ
ろ
」
の
項
に
は
、
以
下

の
説
明
が
見
え
る
。

「
心
の
闇
」
に
は
二
つ
の
用
法
が
あ
る
。
一
つ
は
、
「
か
き
く
ら
す
心
の

闇
に
ま
ど
ひ
に
き
夢
う
つ
つ
と
は
今
宵
さ
だ
め
よ
」
（
伊
勢
・
六
九
段
）

を
原
拠
と
し
て
、
煩
悩
に
迷
う
心
を
闇
に
た
と
え
た
も
の
。も
う
一
つ
は
、

「
人
の
親
の
心
は
闇
に
あ
ら
ね
ど
も
子
を
思
ふ
道
に
ま
ど
ひ
ぬ
る
か
な
」

（
後
撰
・
雑
一
・
藤
原
兼
輔
・
一
一
○
二
）
を
原
拠
と
し
て
、
子
へ
の
愛

執
に
迷
う
親
心
を
い
う
。

　
ま
た
、
『
歌
こ
と
ば
歌
枕
大
辞
典
』
（
角
川
書
店
）
で
は
、
「
心
の
闇
」
を
①

1)

1)

山陽論叢　第 25 巻 （2018）

- 273 -- 286 -

1



子
を
思
う
親
心
、
②
盲
目
の
恋
心
、
③
仏
教
的
煩
悩
の
迷
妄
の
三
つ
に
分
類
し

て
い
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
古
典
文
学
作
品
に
お
け
る
「
心
の
闇
」
は
、
分
別
を
見

失
っ
た
心
を
闇
に
見
立
て
て
言
う
語
で
、
物
事
の
判
断
が
で
き
な
い
こ
と
や
、

是
非
善
悪
の
分
別
に
迷
う
こ
と
が
原
義
で
あ
り
、「
歌
こ
と
ば
」
と
し
て
は
、「
煩

悩
に
迷
う
心
」
を
盲
目
の
恋
心
と
、
仏
教
的
煩
悩
に
分
け
、
そ
れ
と
は
別
に
「
子

を
思
う
親
心
」
に
大
別
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、「
心
の
闇
」

の
表
現
史
を
辿
り
、
「
歌
こ
と
ば
」
と
し
て
の
一
面
を
考
察
す
る
。

　
　
　
一
、
八
代
集
に
お
け
る
「
心
の
闇
」

　
「
心
の
闇
」
は
『
万
葉
集
』
に
は
見
え
ず
、
和
歌
表
現
に
お
い
て
は
、
以
下

に
引
用
す
る
『
古
今
和
歌
集
』
の
業
平
歌
が
早
い
例
で
あ
る
。

業
平
朝
臣
の
伊
勢
の
国
に
ま
か
り
た
り
け
る
時
、
斎
宮
な
り
け
る
人

に
い
と
み
そ
か
に
逢
ひ
て
、
ま
た
の
朝
に
、
人
や
る
す
べ
な
く
て
思

ひ
を
り
け
る
あ
ひ
だ
に
、
女
の
も
と
よ
り
お
こ
せ
た
り
け
る

　
　
　
君
や
こ
し
我
や
ゆ
き
け
む
思
ほ
え
ず
夢
か
う
つ
つ
か
寝
て
か
覚
め
て
か

（
古
今
・
恋
三
・
六
四
五
・
よ
み
人
知
ら
ず

（
１
）

）

　
　
　
　
返
し

　
　
①
か
き
く
ら
す
心
の
闇
に
ま
よ
ひ
に
き
夢
う
つ
つ
と
は
世
人
さ
だ
め
よ

（
古
今
・
恋
三
・
六
四
六
・
業
平
）

　
こ
の
贈
答
歌
は
『
伊
勢
物
語
』
六
十
九
段
に
も
見
え
、
①
の
歌
に
は
、
第
三

句
「
ま
ど
ひ
に
き
」
、
第
五
句
「
今
宵
さ
だ
め
よ
」と
異
同
が
あ
る
。
業
平
歌
の
「
心

の
闇
」
は
、
恋
情
の
た
め
に
理
性
や
分
別
を
失
っ
た
心
の
状
態
を
比
喩
的
に
表

現
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
八
代
集
に
お
い
て
「
心
の
闇
」
は
、
ど
の
よ
う
に
詠

ま
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
筑
紫
に
下
り
侍
り
け
る
に
、
明
石
と
い
ふ
所
に
て
よ
み
侍
り
け
る

　
　
②
物
を
思
ふ
心
の
闇
し
暗
け
れ
ば
あ
か
し
の
浦
も
か
ひ
な
か
り
け
り

（
後
拾
遺
・
羇
旅
・
五
二
九
・
藤
原
伊
周
）

　
　
　
　
殿
上
申
し
け
る
こ
ろ
せ
ざ
り
け
れ
ば
よ
め
る

　
　
③
思
ひ
き
や
雲
ゐ
の
月
を
よ
そ
に
見
て
心
の
闇
に
ま
ど
ふ
べ
し
と
は

（
金
葉
二
度
本
・
雑
上
・
五
七
一
・
平
忠
盛
）

　
　
　
　
（
題
不
知
）

　
　
④
君
恋
ふ
る
心
の
闇
を
わ
び
つ
ゝ
は
こ
の
世
ば
か
り
と
思
は
ま
し
か
ば

（
千
載
・
恋
五
・
九
二
五
・
二
条
院
讃
岐
）

　
　
　
　
（
建
仁
元
年
三
月
歌
合
に
、
遇
不
遇
恋
の
心
を
）

　
　
⑤
あ
は
れ
な
る
心
の
闇
の
ゆ
か
り
と
も
見
し
夜
の
夢
を
た
れ
か
さ
だ
め
ん

（
新
古
今
・
恋
四
・
一
三
〇
〇
・
藤
原
公
経
）

　
②
の
歌
は
、
太
宰
権
帥
と
し
て
左
遷
さ
れ
、
筑
紫
へ
下
向
す
る
伊
周
が
、
地

名
「
明
石
」
の
掛
詞
「
明
し
」
と
対
比
さ
せ
、
物
思
い
に
沈
む
心
を
、
闇
に
閉

ざ
さ
れ
た
よ
う
に
暗
い
と
表
現
し
て
い
る
。
③
の
歌
は
、
殿
上
と
い
う
望
み
が

叶
わ
ず
、
心
が
晴
れ
な
い
状
態
を
「
心
の
闇
」
と
し
て
い
る
。
④
の
歌
は
、
相

手
を
恋
い
慕
う
妄
執
を
「
心
の
闇
」
と
捉
え
、
そ
れ
が
こ
の
世
だ
け
で
な
く
、

未
来
永
劫
に
続
く
こ
と
へ
の
恐
れ
を
詠
ん
で
い
る
。
⑤
の
歌
は
、
業
平
の
歌
の

本
歌
取
で
あ
り
、
恋
心
の
た
め
に
理
非
の
判
断
も
つ
か
な
く
な
っ
て
い
る
状
態
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を
「
心
の
闇
」
と
し
て
い
る
。

　
八
代
集
に
お
け
る
「
心
の
闇

0

0

0

」
の
用
例
は
、
以
上
の
五
首
で
あ
る
が
、
「
子

を
思
う
親
心
」
を
詠
ん
だ
例
は
な
く
、
恋
心
ゆ
え
の
「
闇
」
は
①
④
⑤
の
三
首
、

②
③
の
二
首
は
、
人
間
が
心
の
内
に
抱
え
る
不
安
や
挫
折
や
絶
望
と
い
っ
た
負

の
感
情
を
「
心
の
闇
」
と
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、「
心
は
闇

0

0

0

」と
表
現
す
る
例
歌
が『
後
撰
和
歌
集
』に
一
首
見
え
る
。

太
政
大
臣
の
、
左
大
将
に
て
、
相
撲
の
還
饗
し
侍
け
る
日
、
中
将
に

て
ま
か
り
て
、
事
終
り
て
、
こ
れ
か
れ
ま
か
り
あ
か
れ
け
る
に
、
や

む
ご
と
な
き
人
二
三
人
ば
か
り
と
ど
め
て
、
客
人
、
主
、
酒
あ
ま
た
ゝ

び
の
後
、
酔
に
の
り
て
、
子
ど
も
の
上
な
ど
申
し
け
る
つ
い
で
に

　
　
⑥
人
の
親
の
心
の
闇
に
あ
ら
ね
ど
も
子
を
思
ふ
道
に
ま
ど
ひ
ぬ
る
か
な

（
後
撰
・
雑
一
・
一
一
○
二
・
藤
原
兼
輔
）

　
太
政
大
臣
と
は
、
藤
原
忠
平
の
こ
と
で
、
彼
が
左
大
将
だ
っ
た
時
、
相
撲
の

還
饗
後
の
二
次
会
の
よ
う
な
打
ち
解
け
た
場
で
、
客
も
主
人
も
し
た
た
か
に
酔

い
、
や
が
て
話
題
が
子
ど
も
の
こ
と
に
な
り
、
こ
の
歌
を
詠
ん
だ
と
い
う
。
詞

書
か
ら
、
父
親
の
子
煩
悩
ぶ
り
を
発
揮
し
た
歌
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

　
作
者
の
藤
原
兼
輔
は
、
紫
式
部
の
曾
祖
父
で
、
当
該
歌
は
『
源
氏
物
語
』
の

中
で
、
最
も
多
く
（
二
十
六
回
）
引
歌
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る

（
２
）

。

　
ま
た
、
こ
の
歌
は
『
大
和
物
語
』
四
十
五
段
に
も
見
え
、
『
後
撰
和
歌
集
』

と
は
異
な
る
詠
歌
事
情
を
伝
え
て
い
る
。

堤
の
中
納
言
の
君
、
十
三
の
み
こ
の
母
御
息
所
を
、
内
に
奉
り
た
ま
ひ
け

る
は
じ
め
に
、
帝
は
い
か
が
お
ぼ
し
ま
す
ら
む
な
ど
、
い
と
か
し
こ
く
思

ひ
な
げ
き
た
ま
ひ
け
り
。
さ
て
、
帝
に
よ
み
て
奉
り
た
ま
ひ
け
る
。

　
　
　
　
人
の
親
の
心
は
闇
に
あ
ら
ね
ど
も
子
を
思
ふ
道
に
ま
ど
ひ
ぬ
る
か
な

先
帝
、
い
と
あ
は
れ
に
お
ぼ
し
め
し
た
り
け
り
。
御
返
し
あ
り
け
れ
ど
、

人
え
知
ら
ず

（
３
）

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
和
物
語
・
四
十
五
段
）

　
「
帝
」
は
醍
醐
天
皇
、
「
十
三
の
み
こ
」
は
醍
醐
天
皇
の
第
十
三
皇
子
章
明

親
王
、
「
十
三
の
み
こ
の
母
御
息
所
」
と
は
、
醍
醐
天
皇
の
更
衣
で
あ
っ
た
兼

輔
の
娘
、
桑
子
の
こ
と
で
あ
る
。
宮
仕
え
し
て
間
も
な
い
娘
が
、
帝
の
寵
愛
を

得
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
案
じ
て
、
帝
に
奉
っ
て
詠
ん
だ
歌
、
と
い
う
具
体
的

な
設
定
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
『
後
撰
和
歌
集
』
よ
り
も
切
実
な

父
親
の
迷
妄
ぶ
り
を
読
み
解
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
こ
の
歌
の
解
釈
に
つ
い
て
、
緑
川
眞
知
子
氏
は
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。

上
の
句
で
は
、
「
理
性
を
失
っ
た
状
態
」
が
「
闇
」
で
譬
え
ら
れ
、
「
人
の

親
は
理
性
を
失
っ
て
い
る
訳
で
は
な
い
が
」
と
解
釈
で
き
る
。
し
か
し
、

こ
の
理
性
を
失
う
状
態
は
下
の
句
で
は
「
道
に
ま
ど
う
」
事
に
譬
え
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
異
な
っ
た
隠
喩
の
存
在
が
上
の
句
か
ら
下
の
句
へ

の
論
理
的
、
合
理
的
解
釈
を
拒
否
す
る
。
が
、
ま
さ
に
そ
こ
に
一
首
の
詩

的
効
果
が
あ
る
と
思
わ
れ
る

（
４
）

。

　
子
を
思
う
親
の
情
は
「
闇
に
あ
ら
ね
ど
も
」
、
つ
ま
り
物
事
の
判
断
が
で
き

な
い
と
か
、
是
非
善
悪
の
分
別
に
迷
う
こ
と
は
な
く
、
道
理
は
分
か
っ
て
い
る

の
だ
が
、
そ
れ
で
も
子
ど
も
の
こ
と
と
な
る
と
、
ま
る
で
闇
の
中
で
迷
う
よ
う

に
理
性
を
失
っ
て
し
ま
う
と
い
う
解
釈
が
成
り
立
つ
の
で
あ
る
。
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二
、
十
三
代
集
に
お
け
る
「
心
の
闇
」

　
と
こ
ろ
で
、
八
代
集
以
降
の
勅
撰
集
に
お
い
て
、
「
心
の
闇
」
「
心
は
闇
」
の

表
現
史
は
ど
の
よ
う
に
展
開
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
十
三
代
集
に
お
け
る
用
例

数
と
部
立
を
以
下
に
示
す
。

　
　
『
新
勅
撰
和
歌
集
』
　
（
１
）
雑
歌
一
首

　
　
『
続
後
撰
和
歌
集
』
　
（
２
）
雑
歌
二
首

　
　
『
続
古
今
和
歌
集
』
　
（
２
）
雑
歌
二
首

　
　
『
続
拾
遺
和
歌
集
』
　
（
１
）
釈
教
歌
一
首

　
　
『
新
後
撰
和
歌
集
』
　
（
２
）
釈
教
歌
一
首
・
雑
歌
一
首

　
　
『
玉
葉
和
歌
集
』
　
　
（
２
）
釈
教
歌
二
首

　
　
『
続
千
載
和
歌
集
』
　
（
２
）
釈
教
歌
一
首
・
雑
歌
一
首

　
　
『
続
後
拾
遺
和
歌
集
』
（
１
）
釈
教
歌
一
首

　
　
『
風
雅
和
歌
集
』
　
　
（
１
）
雑
歌
一
首

　
　
『
新
千
載
和
歌
集
』
　
（
２
）
雑
歌
二
首

　
　
『
新
拾
遺
和
歌
集
』
　
（
１
）
釈
教
歌
一
首

　
　
『
新
後
拾
遺
和
歌
集
』
（
０
）

　
　
『
新
続
古
今
和
歌
集
』
（
５
）
釈
教
歌
三
首
・
哀
傷
歌
一
首
・
雑
歌
一
首

　
十
三
代
集
に
お
い
て
、「
心
の
闇
」
と
い
う
表
現
は
二
十
二
首
見
ら
れ
る
が
、

「
心
は
闇
」
と
い
う
表
現
は
な
い
。
部
立
別
に
見
る
と
、
雑
歌
十
一
首
、
釈
教

歌
十
首
、
哀
傷
歌
一
首
で
、
恋
歌
に
詠
ま
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、「
心

の
闇
」
が
親
の
側
か
ら
「
子
を
思
う
心
」
と
し
て
詠
ま
れ
た
例
は
次
の
四
首
で

あ
る
。

定
家
、
少
将
に
な
り
侍
り
て
、
月
あ
か
き
夜
、
よ
ろ
こ
び
申
し
侍
り

け
る
を
見
侍
り
て
、
あ
し
た
に
つ
か
は
し
け
る

　
　
①
み
か
さ
山
み
ち
ふ
み
そ
め
し
月
か
げ
に
い
ま
ぞ
心
の
闇
は
晴
れ
ぬ
る

（
新
勅
撰
・
雑
二
・
一
一
五
九
・
藤
原
定
家
母
）

　
　
　
　
題
不
知

　
　
②
た
ら
ち
ね
の
心
の
闇
を
知
る
も
の
は
子
を
思
ふ
時
の
涙
な
り
け
り

（
続
古
今
・
雑
下
・
一
七
六
九
・
藤
原
基
良
）

　
　
　
　
元
亨
三
年
八
月
十
五
夜
月
五
十
首
歌
に
、
雑
月

　
　
③
月
見
て
も
な
ぐ
さ
み
な
ま
し
な
ぞ
も
か
く
心
の
闇
に
子
を
思
ふ
ら
ん

（
新
千
載
・
雑
中
・
一
九
六
二
・
藤
原
経
継
）

　
　
　
　
お
な
じ
品
の
心
を

　
　
④
迷
ひ
こ
し
心
の
闇
を
し
る
べ
に
て
子
を
思
ふ
道
に
月
を
見
る
か
な

（
新
続
古
今
・
釈
教
・
八
六
六
・
権
律
師
玄
覚
）

　
①
の
歌
は
、
息
子
定
家
の
昇
進
を
聞
い
た
母
が
、
そ
の
喜
び
を
「
心
の
闇
」

が
晴
れ
る
よ
う
だ
と
表
現
し
て
い
る
。
②
の
歌
は
、
煩
悩
に
迷
う
心
を
知
る
の

は
、
親
が
子
を
思
う
時
の
涙
だ
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
③
の
歌
は
、
月
を
見

て
も
心
が
慰
め
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
の
は
、
子
を
思
う
ゆ
え
の
親
心
の
迷
妄
で

あ
ろ
う
と
詠
ん
で
い
る
。
④
の
歌
の
詞
書
の
「
お
な
じ
品
」
と
は
「
厳
王
品
」

の
こ
と
で
、
子
を
思
っ
て
迷
妄
す
る
心
の
し
る
べ
と
し
て
月
を
見
る
こ
と
だ
、

と
解
釈
で
き
る
。

　
十
三
代
集
の
「
心
の
闇
」
は
、
釈
教
歌
に
限
ら
ず
、
雑
歌
で
も
十
一
首
の
中
、

九
首
ま
で
が
「
法
の
灯
」
や
「
悟
り
の
月
」
と
い
っ
た
仏
教
的
な
境
地
と
結
び
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つ
く
言
葉
を
詠
み
込
み
、
「
出
家
」
の
決
意
や
「
述
懐
心
」
な
ど
の
題
詠
で
詠

ま
れ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
次
の
三
首
に
は
、
八
代
集
に
は
見
ら
れ
な

か
っ
た
「
心
の
闇
」
の
特
徴
が
あ
る
。

母
の
み
ま
か
り
て
七
日
に
あ
た
り
け
る
日
、
法
華
経
か
き
供
養
し
侍

る
と
て

　
　
⑤
子
を
思
ふ
心
の
闇
を
照
ら
す
と
て
け
ふ
か
か
げ
つ
る
法
の
灯
火

（
玉
葉
・
釈
教
・
二
六
七
二
・
藤
原
実
経
女
）

惟
宗
光
庭
大
内
記
に
な
さ
れ
て
侍
り
け
る
比
、
権
大
納
言
公
明
家
に

て
歌
よ
み
侍
り
け
る

　
　
⑥
君
が
代
に
心
の
闇
の
は
れ
行
く
や
窓
の
蛍
の
光
な
る
ら
む

（
新
千
載
・
雑
上
・
一
七
四
八
・
惟
宗
光
吉
）

　
　
　
　
嘆
く
事
侍
り
け
る
に
な
が
あ
め
す
こ
し
は
れ
ま
あ
る
比
よ
め
る

　
　
⑦
五
月
雨
の
空
も
か
ぎ
り
は
あ
る
も
の
を
心
の
闇
の
は
る
る
ま
ぞ
な
き

（
新
続
古
今
・
哀
傷
・
一
五
六
五
・
藤
原
顕
頼
）

　
⑤
の
歌
は
、
詞
書
に
「
母
の
み
ま
か
り
て
七
日
に
あ
た
り
け
る
日
」
と
あ
り
、

子
か
ら
親
へ
の
思
い
を
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
亡
く
な
っ
た
母

親
が
、
子
を
思
う
ゆ
え
に
迷
妄
し
て
い
る
こ
と
を
案
じ
、
そ
の
闇
を
照
ら
す
よ

う
に
灯
明
を
か
か
げ
た
と
解
釈
で
き
る
。
「
心
の
闇
」
が
「
子
を
思
う
親
心
」

の
象
徴
と
し
て
捉
え
ら
れ
、
そ
れ
が
親
の
側
か
ら
で
は
な
く
、
子
の
側
か
ら
詠

ま
れ
て
い
る
こ
と
は
注
意
さ
れ
て
良
い
だ
ろ
う
。

　
⑥
の
歌
は
、
詞
書
か
ら
惟
宗
光
庭
が
大
内
記
の
職
務
に
就
い
て
い
る
頃
に
、

権
大
納
言
公
明
の
家
で
詠
ま
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
作
者
の
光
吉
は
、
君
が

代
に
「
心
の
闇
」
が
晴
れ
る
と
詠
み
、
そ
れ
は
蛍
の
光
の
よ
う
だ
と
譬
え
て
い

る
。
「
心
の
闇
」
に
迷
う
苦
悩
や
不
安
を
詠
む
の
で
は
な
く
、
闇
を
照
ら
す
存

在
を
詠
ん
で
い
る
点
に
特
徴
が
見
ら
れ
る
。

　
⑦
の
歌
は
、
十
三
代
集
の
中
で
、
唯
一
、
哀
傷
歌
と
し
て
詠
ま
れ
た
例
で
あ

る
。
五
月
雨
の
時
節
で
も
長
雨
は
止
み
、
晴
れ
る
時
も
あ
る
の
に
、
自
分
は
亡

く
な
っ
た
人
を
思
い
、
悲
し
み
の
た
め
に
「
心
の
闇
」
は
晴
れ
る
時
が
な
い
、

と
解
釈
で
き
る
だ
ろ
う
。
亡
き
人
へ
の
思
い
に
囚
わ
れ
る
感
情
は
、
出
口
の
見

え
な
い
、
ま
さ
に
「
闇
」
で
あ
り
、
自
分
で
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
「
心
」

で
あ
る
。

　
　
　
三
、
『
源
氏
物
語
』
以
前
の
私
家
集
に
お
け
る
「
心
の
闇
」

　
八
代
集
と
十
三
代
集
に
分
け
て
、
勅
撰
集
に
お
け
る
「
心
の
闇
」
を
見
て
き

た
が
、
私
家
集
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。
先
に
『
後
撰
和
歌
集
』
の
兼
輔
歌
が
、

『
源
氏
物
語
』
に
最
も
多
く
引
歌
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
た
。

そ
こ
で
、
「
心
の
闇
」
「
心
は
闇
」
の
語
を
含
ん
だ
歌
を
『
新
編
国
歌
大
観
』
Ｃ

Ｄ
ー
Ｒ
Ｏ
Ｍ
版
で
検
索
し
、
『
源
氏
物
語
』
以
前
に
詠
ま
れ
た
と
推
察
さ
れ
る

歌
を
整
理
し
て
み
る
。
「
心
の
闇
」
を
詠
ん
だ
『
古
今
和
歌
集
』
の
業
平
歌
は
、

『
業
平
集

（
５
）

』
で
は
詞
書
に
「
を
と
こ
、
い
た
く
な
い
て
返
し
」
と
あ
り
、
「
心

は
闇
」
を
詠
ん
だ
『
後
撰
和
歌
集
』
の
兼
輔
歌
は
、『
兼
輔
集
』
で
は
詞
書
に
「
子

の
か
な
し
き
な
ど
人
の
い
ふ
と
こ
ろ
に
て
」
と
し
て
見
え
る
が
、
こ
こ
で
は
そ

れ
ら
を
除
く
歌
を
引
用
す
る
。

①
あ
づ
ま
の
み
ち
も
　
み
え
ざ
り
き
　
心
の
や
み
に
　
ま
ど
ひ
つ
つ
　
あ

ふ
さ
か
山
を
　
こ
え
い
で
て
…
　
　
　
　
　
　
　
　
（
忠
岑
集
・
八
四
）
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し
の
び
て
く
だ
り
給
ふ
、
な
を
と
て
、
女
御
殿

　
　
　
鈴
鹿
山
ふ
る
の
な
か
道
き
み
よ
り
も
聞
き
な
ら
す
こ
そ
遅
れ
が
た
け

（
斎
宮
女
御
集
・
一
三
〇
）

　
　
　
　
　
御
か
へ
り
、
い
せ
よ
り

　
　
②
鈴
鹿
山
お
と
に
聞
き
け
る
き
み
よ
り
も
心
の
闇
に
ま
ど
ひ
に
し
か
な

（
斎
宮
女
御
集
・
一
三
一
）

　
　
　
　
　
い
ひ
お
こ
せ
た
り

　
　
③
お
ろ
か
な
る
心
の
闇
に
ま
ど
ひ
つ
つ
う
き
世
に
め
ぐ
る
我
が
身
つ
ら
し

　
　
　
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
増
基
法
師
集
・
一
六
）

　
　
④
か
き
く
ら
す
心
の
闇
に
ま
ど
ひ
つ
つ
憂
し
と
見
る
世
に
ふ
る
ぞ
わ
び
し

　
　
　
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
好
忠
集
・
四
二
五
）

　
　
⑤
月
み
れ
ど
心
の
闇
に
ま
ど
ふ
か
な
山
の
あ
な
た
や
わ
が
身
な
る
ら
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
弐
高
遠
集
・
三
五
五
）

ゑ
に
、
も
の
の
け
つ
き
た
る
女
の
み
に
く
き
か
た
か
き
た
る
後
ろ

に
、
鬼
に
な
り
た
る
も
と
の
妻
を
、
小
法
師
の
し
ば
り
た
る
か
た

か
き
て
、
を
と
こ
は
経
よ
み
て
、
も
の
の
け
せ
め
た
る
と
こ
ろ
を

見
て

な
き
人
に
か
ご
と
は
か
け
て
わ
づ
ら
ふ
も
お
の
が
心
の
鬼
に
や
は
あ
ら

ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
紫
式
部
集
・
四
四
）

　
　
　
　
　
返
し

　
　
⑥
こ
と
わ
り
や
君
が
心
の
闇
な
れ
ば
鬼
の
か
げ
と
は
し
る
く
見
ゆ
ら
む

　
（
紫
式
部
集
・
四
五
）

　
　
　
　
　
授
学
無
学
人
記
品

　
　
　
　
　
世
尊
慧
灯
明
、
我
聞
授
記
音
、
心
歓
喜
充
満
、
如
甘
露
見
灌

　
　
⑦
あ
き
ら
け
き
法
の
灯
な
か
り
せ
ば
心
の
闇
の
い
か
で
は
れ
ま
し

（
発
心
和
歌
集
・
三
三
）

　
　
　
　
　
同
じ
女
御
の
御
母
う
へ
う
せ
給
へ
る
に
、
院
よ
り

　
　
　
す
み
ぞ
め
の
衣
に
な
り
し
人
ゆ
ゑ
に
に
ほ
ひ
も
闇
に
ま
ど
ふ
こ
ろ
か
な

（
冷
泉
院
御
集
・
五
）

　
　
　
　
　
御
返
し

　
　
⑧
墨
染
の
心
の
闇
に
な
り
し
よ
り
に
ほ
へ
る
春
の
花
も
知
ら
れ
ず

（
冷
泉
院
御
集
・
六
）

　
①
～
⑧
の
中
で
、
仏
教
的
煩
悩
に
よ
る
自
ら
の
心
の
迷
妄
を
詠
ん
だ
と
言
え

る
の
は
、
③
⑤
⑦
の
歌
で
あ
る
。

　
①
の
長
歌
は
、
遠
国
に
赴
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
不
安
と
嘆
き
を
「
心
の

闇
」
で
表
現
し
、
④
の
歌
は
、
上
の
句
で
『
古
今
和
歌
集
』
の
業
平
の
恋
歌
を

彷
彿
さ
せ
、
下
の
句
で
は
そ
れ
が
「
沈
淪
の
嘆
き
」
へ
と
一
転
し
て
い
る
。
①

④
い
ず
れ
の
歌
も
仏
教
的
煩
悩
の
迷
妄
と
い
う
よ
り
、
落
胆
や
絶
望
で
閉
ざ
さ

れ
た
心
を
「
闇
」
と
捉
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
⑥
の
歌
は
、
贈
歌
の
「
心
の
鬼
」
に
呼
応
す
る
形
で
「
心
の
闇
」
が
詠
ま
れ

て
お
り
、
こ
の
「
闇
」
は
自
分
の
心
の
闇
で
は
な
く
、
相
手
の
心
の
内
に
見
え

た
「
闇
」
で
あ
る
。

　
⑧
の
歌
は
、
贈
歌
の
詞
書
か
ら
、
母
を
亡
く
し
た
娘
の
悲
し
み
を
詠
ん
だ
歌

で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
「
子
を
思
う
親
心
」
で
は
な
く
、
「
亡
き
親
を
思
う

子
の
心
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
親
に
限
ら
ず
、
愛
す
る
人
を
亡
く
し
た
者
に
共

通
す
る
深
い
悲
し
み
の
「
闇
」
に
他
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
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以
上
、
②
を
除
く
歌
の
「
心
の
闇
」
に
つ
い
て
見
て
き
た
。
②
の
歌
は
、
諸

本
で
詞
書
・
本
文
に
異
同
が
あ
り
、
解
釈
が
難
し
い
歌
で
あ
る
が
、
「
女
御
殿
」

と
は
冷
泉
天
皇
女
御
怤
子
（
師
輔
六
女
）
で
、「
し
の
び
て
下
り
給
ふ
」
と
は
、

斎
宮
女
御
徽
子
女
王
が
、
斎
宮
と
し
て
伊
勢
に
下
向
す
る
娘
の
規
子
内
親
王
に

付
き
従
っ
て
行
っ
た
こ
と
を
指
す
と
い
う
指
摘
が
あ
る

（
６
）

。
こ
の
指
摘
に
従
え

ば
、
怤
子
が
「
色
々
と
聞
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
多
い
私
の
方
が
、
斎
宮
様
に

つ
き
従
っ
て
参
り
た
い
気
持
ち
で
す
」
と
詠
ん
で
き
た
の
に
対
し
て
、
徽
子
女

王
は
「
噂
に
聞
く
だ
け
の
あ
な
た
よ
り
も
当
事
者
で
あ
る
私
は
、
子
を
思
う
心

の
闇
に
惑
っ
て
伊
勢
ま
で
つ
い
て
き
た
の
で
す
」
と
返
歌
し
た
こ
と
に
な
る
。

　
『
源
氏
物
語
』
以
前
に
詠
ま
れ
た
と
推
察
さ
れ
る
歌
の
中
で
、
「
心
の
闇
」

が
「
盲
目
の
恋
」
を
表
現
し
た
例
は
、
業
平
歌
以
外
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
一

方
、「
心
の
闇
」
が
「
子
を
思
う
親
心
」
を
表
す
例
は
、
兼
輔
歌
以
外
で
は
、『
斎

宮
女
御
集
』
の
例
が
挙
げ
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
こ
の
徽
子
女
王
の
歌
が
、
兼

輔
歌
を
念
頭
に
置
い
て
詠
ま
れ
た
可
能
性
に
つ
い
て
、
妹
尾
好
信
氏
は
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。

徽
子
女
王
は
、
特
に
兼
輔
歌
を
念
頭
に
置
い
て
詠
ん
だ
わ
け
で
は
な
く
、

当
時
、
深
い
悲
し
み
に
よ
る
心
の
乱
れ
や
迷
い
を
表
す
成
語
と
し
て
使
わ

れ
て
い
た
「
心
の
闇
」
の
語
を
用
い
て
、
斎
宮
と
し
て
伊
勢
に
下
る
一
人

娘
の
身
の
上
を
思
い
、
離
れ
が
た
く
思
う
が
ゆ
え
の
心
の
乱
れ
を
「
心
の

闇
」
と
表
現
し
た
だ
け
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

（
７
）

。

　
『
源
氏
物
語
』
以
前
の
私
家
集
に
お
い
て
、「
心
の
闇
」
と
い
う
「
歌
こ
と
ば
」

が
、
「
盲
目
の
恋
心
」
や
「
子
を
思
う
親
心
」
と
し
て
詠
ま
れ
た
例
は
意
外
に

少
な
い
。
調
査
し
た
用
例
を
見
る
限
り
、
落
胆
や
絶
望
で
閉
ざ
さ
れ
た
心
や
、

愛
す
る
人
を
亡
く
し
た
悲
し
み
、
愛
す
る
者
を
案
じ
る
が
あ
ま
り
、
自
分
の
心

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
苦
悩
全
般
を
「
心
の
闇
」
と
し
て
表
現
す
る
傾
向

が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
先
の
妹
尾
氏
の
指
摘
と
も
一
致
す
る
と
言
え
る
だ

ろ
う
。

　
　
　
四
、
『
源
氏
物
語
』
以
後
の
私
家
集
に
お
け
る
「
心
の
闇
」

　　
次
に
、『
源
氏
物
語
』
以
後
の
中
古
・
中
世
の
私
家
集
で
詠
ま
れ
た
「
心
の
闇
」

に
つ
い
て
、
整
理
し
て
お
く
。

十
二
月
廿
日
比
い
と
さ
む
き
に
、
む
す
め
に
お
も
し
ろ
き
ふ
る
歌

ど
も
か
き
あ
つ
め
て
と
ら
す
と
て
、
さ
う
し
の
お
く
に
か
き
つ
け

侍
り
し

　
　
①
む
か
し
人
む
べ
も
い
ひ
け
ん
子
を
思
ふ
心
の
闇
は
さ
ら
と
な
り
け
り

（
基
俊
集
・
一
一
七
）

経
家
四
位
し
て
内
還
昇
し
た
り
し
よ
ろ
こ
び
に
、
右
兵
衛
督
い
ひ

た
り
し
返
事
に
、
院
の
還
昇
の
事
申
さ
れ
よ
と
い
ひ
て
申
し
つ
か

は
し
し

　
　
　
き
み
な
ら
で
た
れ
の
人
か
は
み
ち
び
か
む
子
を
思
ふ
闇
に
ま
ど
ふ
わ
が

　
　
　
身
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
重
家
集
・
三
五
四
）

　
　
　
　
　
返
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
衛

　
　
②
み
ち
び
か
む
て
は
お
ぼ
え
ね
ど
子
を
思
ふ
心
の
闇
を
は
れ
せ
ざ
ら
め
や

（
重
家
集
・
三
五
五
）

少
将
き
む
つ
な
み
ま
か
り
に
し
こ
と
と
ひ
侍
る
と
て
、
あ
る
女
房

の
も
と
よ
り
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あ
さ
ま
し
や
う
き
世
の
つ
ね
の
夢
に
だ
に
子
は
た
ぐ
ふ
べ
き
な
げ
き
な

　
　
　
ら
じ
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
林
下
集
・
二
八
三
）

　
　
　
　
　
返
し

　
　
③
限
り
な
き
心
の
闇
の
夢
の
う
ち
を
お
ど
ろ
か
す
に
ぞ
ま
た
ま
ど
ひ
ぬ
る

（
林
下
集
・
二
八
四
）

た
め
も
と
の
朝
臣
む
す
め
に
お
く
れ
て
、
は
て
の
わ
ざ
い
と
な
み

け
る
日
い
ひ
や
り
け
る

　
　
　
め
ぐ
り
く
る
け
ふ
の
あ
は
れ
は
わ
か
れ
に
し
そ
の
ゆ
ふ
ぐ
れ
に
お
と
り

　
　
　
し
も
せ
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
唯
心
房
集
・
一
三
八
）

　
　
　
　
　
返
し

　
　
④
思
は
ず
に
わ
か
れ
し
く
れ
の
め
ぐ
り
き
て
心
の
闇
も
か
は
り
や
は
す
る

（
唯
心
房
集
・
一
三
九
）

　
　
　
　
　
月

　
　
⑤
夜
も
す
が
ら
月
を
み
が
ほ
に
も
て
な
し
て
心
の
闇
に
ま
よ
ふ
比
か
な

（
山
家
集
・
六
四
〇
）

　
　
　
　
　
今
比
三
界
皆
是
我
有
其
衆
生
悉
是
吾
子
の
心
を
よ
め
る

　
　
⑥
子
を
思
ふ
道
こ
そ
聞
け
ば
う
れ
し
け
れ
心
の
闇
も
さ
と
り
は
る
な
り

（
長
秋
詠
藻
・
四
五
七
）

　
　
　
　
　
月
五
十
首

　
　
⑦
う
き
よ
い
と
ふ
心
の
闇
の
し
る
べ
か
な
わ
が
思
ふ
か
た
に
有
明
の
月

（
秋
篠
月
清
集
・
九
一
）

　
　
　
　
　
心
経

　
　
⑧
む
な
し
さ
を
み
よ
の
仏
の
は
は
な
ら
ば
心
の
闇
を
空
に
は
る
け
よ

 

（
拾
遺
愚
草
・
二
九
五
六
）

皇
后
宮
の
女
房
も
ろ
と
も
に
大
井
川
の
も
み
ぢ
見
に
ま
か
り
侍
り

し
に
、
三
位
の
中
将
に
は
か
に
さ
は
る
事
あ
り
て
と
ど
ま
り
た
り

し
か
ば
い
ひ
つ
か
は
し
侍
り
し

　
　
⑨
も
ろ
と
も
に
君
と
見
ぬ
ま
の
も
み
ぢ
ば
は
心
の
闇
の
に
し
き
な
り
け
り

（
実
国
集
・
二
六
）

縫
殿
頭
貞
重
、
子
息
長
貞
に
お
く
れ
て
侍
り
し
八
月
十
五
夜
に
、

月
影
の
は
る
る
こ
よ
ひ
も
わ
が
袖
の
同
じ
涙
に
な
ど
く
も
る
ら

ん
、
と
人
に
申
し
て
侍
り
し
返
し
に

　
　
⑩
よ
そ
ま
で
も
涙
に
く
も
る
月
影
に
心
の
闇
を
思
ひ
こ
そ
や
れ

（
草
庵
集
・
一
三
五
八
）

　
『
源
氏
物
語
』
成
立
後
に
詠
ま
れ
た
歌
の
中
で
、「
心
の
闇
」
が
「
盲
目
の
恋
」

を
象
徴
す
る
例
は
一
首
も
な
い
。

　
「
子
を
思
う
親
心
」
に
特
化
さ
れ
る
形
で
「
心
の
闇
」
が
詠
ま
れ
た
例
は
、

①
②
の
二
首
で
あ
る
。

　
①
の
歌
は
、
詞
書
か
ら
父
親
の
娘
に
対
す
る
情
愛
を
詠
ん
で
い
る
こ
と
が
知

ら
れ
る
。
し
か
し
、
基
俊
自
身
に
娘
の
身
を
案
じ
る
何
か
特
別
な
事
情
が
あ
る

訳
で
は
な
く
、
昔
の
人
が
詠
ん
だ
古
い
歌
の
中
に
、
子
を
思
う
親
の
情
愛
を
「
心

の
闇
」
と
し
た
歌
が
あ
る
こ
と
に
、
し
み
じ
み
と
し
た
感
慨
を
覚
え
、
そ
れ
を

娘
に
伝
え
よ
う
と
す
る
親
心
な
の
で
あ
る
。

　
②
の
歌
は
、
詞
書
に
藤
原
重
家
の
長
男
経
家
の
「
四
位
し
て
内
還
昇
し
た
り
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し
よ
ろ
こ
び
に
、
右
兵
衛
督
い
ひ
た
り
し
返
事
に
…
」
と
あ
る
、
重
家
か
ら
の

贈
歌
（
三
五
四
）
に
対
す
る
、
武
衛
の
返
歌
（
三
五
五
）
で
あ
る
。
重
家
の
家

「
子
を
思
ふ
闇
」
、
武
衛
の
「
子
を
思
ふ
心
の
闇
」
は
、
い
ず
れ
も
経
家
の
栄

達
を
願
う
親
心
で
あ
る
。
「
心
の
闇
」
と
い
う
言
葉
が
、
経
家
の
親
で
あ
る
重

家
で
な
く
、
武
衛
の
歌
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
注
意
さ
れ
て
良
い
。

　
③
の
歌
は
、
徳
大
寺
実
定
が
息
子
公
綱
の
死
に
際
し
、
あ
る
女
房
か
ら
の
弔

慰
に
対
す
る
返
歌
で
あ
る
。
「
子
を
思
う
親
心
」
と
い
う
よ
り
、
愛
す
る
者
を

亡
く
し
た
、
果
て
し
な
く
深
い
悲
し
み
を
「
心
の
闇
」
と
表
現
し
て
い
る
。

　
④
の
歌
は
、
知
人
の
娘
の
法
要
に
際
し
、
寂
然
が
贈
っ
た
歌
に
対
す
る
返
歌

で
あ
る
。
思
い
が
け
ず
亡
く
な
っ
た
娘
を
思
う
悲
し
み
の
「
心
の
闇
」
は
、
時

が
過
ぎ
て
も
決
し
て
変
わ
る
こ
と
が
な
い
、
と
詠
ん
で
い
る
。

　
③
④
に
共
通
す
る
の
は
、
子
ど
も
に
先
立
た
れ
た
親
の
悲
し
み
が
、
行
き
場

の
な
い
、出
口
の
見
え
な
い「
闇
」と
し
て
心
に
巣
く
っ
て
い
る
状
態
で
あ
ろ
う
。

　
⑤
⑥
⑦
⑧
の
四
首
は
、
新
古
今
歌
人
た
ち
の
詠
歌
で
あ
る
が
、「
心
の
闇
」
は
、

仏
教
的
煩
悩
に
よ
る
迷
妄
で
あ
り
、
そ
れ
と
対
峙
す
る
た
め
に
経
典
の
思
想
内
容

を
詠
み
込
ん
だ
り
、
迷
妄
す
る
心
の
し
る
べ
と
し
て
月
を
詠
ん
だ
り
し
て
い
る
。

　
⑨
の
歌
に
詠
ま
れ
た
「
心
の
闇
」は
、「
盲
目
の
恋
心
」で
も
「
子
を
思
う
親
心
」

で
も
「
仏
教
的
な
煩
悩
に
よ
る
迷
妄
」
で
も
な
い
。
大
井
川
の
紅
葉
を
一
緒
に

見
に
行
け
な
か
っ
た
三
位
の
中
将
に
実
国
が
贈
っ
た
歌
で
あ
る
。
一
緒
に
紅
葉

を
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
実
国
の
心
を
「
闇
」
に
譬
え
、
「
錦
」
と
見
立

て
た
「
紅
葉
」
を
そ
れ
に
対
比
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
⑩
は
、
鎌
倉
末
か
ら
室
町
期
に
活
躍
し
た
頓
阿
の
歌
で
あ
る
。
息
子
に
先
立

た
れ
た
知
人
へ
の
弔
慰
を
詠
み
、
子
を
亡
く
し
た
親
の
心
を
慮
っ
た
表
現
と
し

て
「
心
の
闇
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
③
④
の
歌
も
子
を
亡
く
し
た
親
へ
の
弔

慰
に
対
す
る
返
歌
で
「
心
の
闇
」
が
詠
ま
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
、
子
を
亡
く

し
た
親
自
身
の
心
の
状
態
で
あ
り
、
他
人
が
子
を
亡
く
し
た
親
の
悲
哀
を
「
心

の
闇
」
と
譬
え
た
表
現
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
五
、
『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
「
心
の
闇
」

　
『
源
氏
物
語
』
の
中
で
、
最
も
多
く
用
い
ら
れ
る
引
歌
が
、
紫
式
部
の
曾
祖

父
に
あ
た
る
藤
原
兼
輔
の
詠
ん
だ
「
人
の
親
の
心
は
闇
に
あ
ら
ね
ど
も
子
を
思

ふ
道
に
ま
ど
ひ
ぬ
る
か
な
」
で
あ
り
、
実
に
二
十
六
回
も
引
歌
と
し
て
用
い
ら

れ
て
い
る
こ
と
は
先
に
述
べ
た
。
そ
の
引
用
箇
所
に
つ
い
て
は
、
渡
辺
徳
正
氏

に
よ
る
示
唆
に
富
ん
だ
指
摘

（
８
）

が
あ
り
、
次
の
よ
う
に
整
理
し
て
い
る
。

　
　
１
　
あ
る
程
度
限
ら
れ
た
人
物
達
に
関
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
特
に
光

源
氏
自
身
、
及
び
そ
の
近
親
者
達
に
ほ
ぼ
限
定
で
き
る
。

　
　
２
　
特
に
第
一
部
・
第
二
部
で
は
、
同
一
人
物
―
桐
壺
更
衣
の
母
北
の
方
、

明
石
入
道
と
明
石
君
、
光
源
氏
と
藤
壺
、
朱
雀
院
―
に
関
し
て
用
い

ら
れ
、
そ
の
話
題
が
物
語
の
根
幹
を
形
成
し
て
い
て
、
物
語
の
展
開

を
領
導
す
る
機
能
を
持
つ
。

　
　
３
　
第
三
部
は
、
第
一
部
・
二
部
ほ
ど
の
統
一
性
が
見
ら
れ
ず
、
話
題
も

拡
散
し
て
単
発
的
で
あ
る
。

　
　
４
　
引
用
場
面
の
多
く
が
、
内
容
的
に
子
孫
の
行
末
、
結
婚
、
あ
る
い
は

死
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
最
初
と
最
後
が
い
ず
れ
も
娘
の

死
に
関
す
る
も
の
で
、
い
わ
ば
円
環
構
造
と
も
い
え
る
よ
う
な
側
面

を
持
っ
て
い
る
。

　
渡
辺
氏
の
指
摘
を
参
考
に
、
兼
輔
歌
が
引
歌
と
し
て
用
い
ら
れ
た
場
面
を
見

て
い
く
。
最
初
は
桐
壺
巻
で
、
更
衣
の
母
、
北
の
方
が
娘
の
死
を
嘆
く
以
下
の

場
面
で
あ
る
。
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「
く
れ
ま
ど
ふ
心
の
闇
も
た
へ
が
た
き
片
は
し
を
だ
に
、
は
る
く
ば
か
り
に

聞
こ
え
ま
ほ
し
う
は
べ
る
を
、
私
に
も
心
の
ど
か
に
ま
か
で
た
ま
へ
。
（
中

略
）
生
ま
れ
し
時
よ
り
思
ふ
心
あ
り
し
人
に
て
、
故
大
納
言
、
い
ま
は
と

な
る
ま
で
、
た
だ
、
『
こ
の
人
の
宮
仕
へ
の
本
意
、
か
な
ら
ず
遂
げ
さ
せ

た
て
ま
つ
れ
。
我
亡
く
な
り
ぬ
と
て
、
口
惜
し
う
思
ひ
く
づ
ほ
る
な
』
と

か
へ
す
が
へ
す
諫
め
お
か
れ
は
べ
り
し
か
ば
、
（
中
略
）
よ
こ
さ
ま
な
る

や
う
に
て
、
つ
ひ
に
か
く
な
り
は
べ
り
ぬ
れ
ば
、
か
へ
り
て
は
つ
ら
く
な

む
、
か
し
こ
き
御
心
ざ
し
を
思
ひ
た
ま
へ
ら
れ
は
べ
る
。
こ
れ
も
わ
り
な

き
心
の
闇
に
な
む
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
桐
壺
巻
　
三
〇
～
三
一
頁

（
９
）

）

　
母
北
の
方
の
心
中
に
あ
る
「
た
へ
が
た
き
片
は
し
」
を
形
容
す
る
形
で
、
兼

輔
歌
は
引
歌
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
故
大
納
言
の
遺
言
の
遵
守
に
よ
る
桐

壺
更
衣
の
入
内
と
そ
の
必
然
性
と
、
帝
の
寵
愛
ゆ
え
に
更
衣
が
横
死
し
た
こ
と

に
対
す
る
恨
み
言
が
「
片
は
し
」
の
内
容
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
再
び
同
じ
引

歌
を
用
い
て
、
帝
へ
の
批
判
を
「
親
心
ゆ
え
の
心
の
乱
れ
」
と
し
て
収
束
さ
せ

て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
場
面
に
お
い
て
、
「
心
の
闇
」
は
娘
を
亡
く
し
た
親
の
深
い
悲
し
み
を

表
現
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
故
大
納
言
の
遺
言
の
遵
守
が
、
親
と
し
て
の
「
心

の
闇
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
語
る
も
の
と
も
な
っ
て
い
る

（
〓
）

。

　
次
に
注
目
す
る
べ
き
は
、
明
石
巻
で
、
光
源
氏
に
赦
免
の
宣
旨
が
下
り
、
い

よ
い
よ
帰
京
と
な
り
、
光
源
氏
、
明
石
入
道
、
明
石
君
の
三
者
で
別
れ
を
惜
し

む
場
面
で
あ
る
。
明
石
入
道
は
、
光
源
氏
に
次
の
よ
う
に
語
る
。

「
世
を
う
み
に
こ
こ
ら
し
ほ
じ
む
身
と
な
り
て
な
ほ
こ
の
岸
を
え
こ
そ
離

れ
ね

心
の
闇
は
い
と
ど
ま
ど
ひ
ぬ
べ
く
は
べ
れ
ば
、
境
ま
で
だ
に
」
と
聞
こ
え

て
、
「
す
き
ず
き
し
さ
ま
な
れ
ど
、
思
し
出
で
さ
せ
た
ま
ふ
を
り
は
べ
ら

ば
」
な
ど
、
御
気
色
た
ま
は
る
。
　
　
　
　
　
　
（
明
石
巻
　
二
六
九
頁
）

　
明
石
入
道
の
「
思
し
出
で
さ
せ
た
ま
ふ
を
り
は
べ
ら
ば
」
は
、
娘
の
将
来
を

思
い
惑
う
親
心
で
あ
り
、
そ
れ
を
光
源
氏
に
訴
え
る
文
脈
の
中
で
「
心
の
闇
」

が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
明
石
入
道
の
こ
の
思
い
は
、
若
菜
上
巻
で
、
娘
の
明
石

君
が
詠
む
次
の
歌
に
よ
っ
て
も
確
認
さ
れ
る
。

　
　
世
を
す
て
て
明
石
の
浦
に
す
む
人
も
心
の
闇
は
は
る
け
し
も
せ
じ

（
若
菜
上
巻
　
一
〇
八
頁
）

　
娘
の
将
来
を
案
じ
、
心
乱
れ
る
父
明
石
入
道
の
親
心
に
つ
い
て
、
娘
の
側
か

ら
父
の
「
心
の
闇
」
を
詠
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
明
石
入
道
に
と
っ
て
の
「
心

の
闇
」
は
明
石
一
族
の
子
孫
の
繁
栄
を
切
望
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
明
石

姫
君
が
今
上
帝
へ
入
内
し
、
懐
妊
し
、
東
宮
を
出
産
す
る
と
い
う
物
語
の
展
開

の
中
で
、
明
石
の
君
が
詠
ん
だ
こ
の
歌
の
意
義
は
大
き
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
さ
て
、
こ
こ
で
光
源
氏
が
詠
ん
だ
歌
の
「
心
の
闇
」
に
つ
い
て
も
確
認
し
て

お
き
た
い
。

ま
し
て
、
わ
り
な
き
御
心
に
は
、
御
輿
の
う
ち
に
も
思
ひ
や
ら
れ
て
、
い

と
ど
及
び
な
き
心
地
し
た
ま
ふ
に
、
す
ず
ろ
は
し
き
ま
で
な
む
。

　
　
　
　
尽
き
も
せ
ぬ
心
の
闇
に
く
る
る
か
な
雲
居
に
人
を
見
る
に
つ
け
て
も

　
　
と
の
み
、
独
り
ご
た
れ
つ
つ
、
も
の
い
と
あ
は
れ
な
り
。

（
紅
葉
賀
巻
　
三
四
八
頁
）
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光
源
氏
の
歌
に
つ
い
て
、
『
全
集

（
〓
）

』
の
頭
注
は
「
心
の
闇
」
は
「
藤
壺
ゆ
え

の
恋
の
闇
路
」
と
し
、
兼
輔
歌
に
よ
る
「
子
（
冷
泉
院
）
ゆ
え
に
迷
う
親
心
」

は
一
説
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
『
新
全
集
』
の
頭
注
で
は
「
若
宮
を
思
う
親
心

闇
に
、
藤
壺
恋
慕
ゆ
え
の
心
の
闇
が
重
な
る
」
と
あ
る
。
こ
の
指
摘
は
、
既
に

『
岷
江
入
楚
』
で
も
「
つ
き
も
せ
ぬ
と
は
藤
壺
の
御
事
、
若
宮
の
御
事
を
か
け

た
る
詞
な
る
べ
し
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
た
。
他
方
、『
新
大
系
』
の
脚
注
で
は
「
無

明
の
闇
、
藤
壺
へ
の
愛
憐
の
情
」
と
あ
り
、
『
大
系
』
『
集
成
』
も
兼
輔
歌
と
の

関
連
は
述
べ
て
い
な
い
。

　
藤
壺
の
立
后
は
、
東
宮
の
「
母
宮
を
だ
に
動
き
な
き
さ
ま
に
し
お
き
た
て
ま

つ
り
て
、
強
り
に
と
思
ぼ
す
」
（
紅
葉
賀
巻
　
三
四
八
頁
）
と
い
う
桐
壺
帝
の

政
治
的
な
配
慮
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
物
語
上
、
光
源
氏
に
与
え
ら
れ

た
役
割
と
し
て
、
若
宮
へ
の
秘
め
た
親
心
も
合
わ
せ
持
た
さ
れ
て
い
た
と
言
え

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
「
雲
居
に
人
を
見
る
」
の
「
人
」
が
、
藤
壺
で
あ
る
こ
と

は
言
う
ま
で
も
な
く
、
和
歌
に
詠
ま
れ
た
「
心
の
闇
」
は
藤
壺
恋
慕
に
迷
妄
す

る
光
源
氏
の
心
そ
の
も
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
『
古
今
和
歌
集
』
『
伊

勢
物
語
』
六
十
九
段
の
業
平
歌
「
か
き
く
ら
す
心
の
闇
に
ま
よ
ひ
（
ま
ど
ひ
）

に
き
夢
う
つ
つ
と
は
世
人
（
今
宵
）
さ
だ
め
よ
」
も
連
想
さ
れ
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　
と
こ
ろ
で
、『
源
氏
物
語
』
に
は
、
光
源
氏
に
よ
る
次
の
よ
う
な
「
心
の
闇
」

の
用
例
が
あ
る
。

殿
の
、
御
鏡
な
ど
見
た
ま
ひ
て
、
忍
び
て
、
「
中
将
の
朝
明
の
姿
は
き
よ

げ
な
り
な
。
た
だ
今
は
き
び
は
な
る
べ
き
ほ
ど
を
、
か
た
く
な
し
か
な
ら

ず
見
ゆ
る
も
、
心
の
闇
に
や
」
と
て
、
わ
が
御
顔
は
古
り
が
た
く
よ
し
と

見
た
ま
ふ
べ
か
め
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
野
分
巻
　
二
七
五
頁
）

　
本
来
は
、
非
常
に
深
刻
な
「
心
の
闇
」
と
い
う
言
葉
を
、
光
源
氏
は
息
子
の

夕
霧
に
対
す
る
冗
談
に
仕
立
て
て
、
自
ら
の
「
親
ば
か
」
ぶ
り
を
自
嘲
す
る
言

葉
と
し
て
使
っ
て
い
る
こ
と
は
注
意
さ
れ
て
良
い
。
光
源
氏
の
血
を
引
く
唯
一

の
娘
で
あ
り
、
「
后
」
に
な
る
明
石
の
姫
君
に
対
す
る
光
源
氏
の
「
心
の
闇
」

が
語
ら
れ
る
こ
と
は
一
度
も
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
子
を
思
う
親
ゆ
え

の
「
心
の
闇
」
に
囚
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
光
源
氏
の
姿
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て

い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
先
の
渡
辺
氏
は
、
『
源
氏
物
語
』
の
「
心
の
闇
」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。

確
か
に
個
々
の
場
面
に
は
そ
の
場
面
な
り
の
、「
心
の
闇
」
に
「
ま
ど
ふ
」

人
々
の
嘆
き
、
あ
る
い
は
迷
い
と
い
っ
た
「
親
心
ゆ
え
の
心
の
乱
れ
」
が

効
果
的
に
文
脈
の
中
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
だ
が
、
そ
れ
は
兼
輔
歌
「
心

の
闇
」
が
持
つ
主
題
性
の
一
部
分
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
ろ
う

（
〓
）

。

　
渡
辺
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
紫
式
部
は
、
『
源
氏
物
語
』
と
い
う
作
品
の

全
体
構
造
の
中
で
、
兼
輔
歌
成
立
の
歴
史
的
背
景
を
も
巧
み
に
利
用
し
た
こ
と

は
確
か
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
「
歌
こ
と
ば
」
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
は
、
「
子
を
思

う
親
心
」
と
い
う
兼
輔
歌
の
主
題
を
定
着
さ
せ
る
と
と
も
に
、
そ
の
主
題
を
多

彩
に
詠
み
換
え
、
「
心
の
闇
」
と
い
う
「
歌
こ
と
ば
」
の
新
た
な
表
現
を
可
能

に
し
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
ま
と
め

　
以
上
の
考
察
に
基
づ
き
、
歌
こ
と
ば
と
し
て
の
「
心
の
闇
」
に
つ
い
て
整
理

し
て
み
る
。

12
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「
心
の
闇
」
は
、
『
古
今
和
歌
集
』
『
伊
勢
物
語
』
の
業
平
歌
を
嚆
矢
と
し
、

恋
の
迷
妄
を
意
味
す
る
「
歌
こ
と
ば
」
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

業
平
歌
以
降
、
「
心
の
闇
」
が
「
盲
目
の
恋
」
を
詠
ん
だ
「
歌
こ
と
ば
」
と
し

て
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
意
外
に
少
な
く
、
八
代
集
に
二
例
を
数
え
る
に
過
ぎ
な

か
っ
た
。

　
他
方
、
『
後
撰
和
歌
集
』
『
大
和
物
語
』
に
見
え
る
兼
輔
歌
は
、
『
古
今
和
歌

六
帖
』
の
「
お
や
」
の
項
目
に
も
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
「
子
を
思
う
親
心
」
を

詠
ん
だ
歌
と
し
て
、
当
時
既
に
周
知
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
が
『
源

氏
物
語
』
の
引
歌
と
し
て
、
繰
り
返
し
用
い
ら
れ
た
こ
と
で
、
「
心
の
闇
」
と

い
う
表
現
は
「
子
を
思
う
親
心
」
を
意
味
す
る
「
歌
こ
と
ば
」
と
し
て
、
さ
ら

に
定
着
し
た
と
言
え
る
。

　
「
心
の
闇
」
は
、
釈
教
歌
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
仏

教
的
煩
悩
に
よ
る
迷
妄
を
表
す
こ
と
が
多
い
。
そ
の
一
方
で
、
日
常
的
な
場
に

お
け
る
失
意
や
落
胆
、
悲
し
み
や
絶
望
と
い
っ
た
自
分
で
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で

き
な
い
感
情
を
表
す
「
歌
こ
と
ば
」
と
し
て
も
多
く
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
は

注
意
さ
れ
て
良
い
。

　
ま
た
、
平
安
後
期
に
な
る
と
、
人
の
死
に
際
し
、
弔
慰
を
表
す
贈
答
歌
で
用

い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
こ
れ
は
、
愛
す
る
人
の
死
を
受
け
止
め
か
ね

る
心
情
の
発
露
と
し
て
「
心
の
闇
」
が
選
ば
れ
、
人
々
の
共
感
を
喚
起
す
る
「
歌

こ
と
ば
」
と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
に
他
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　
こ
こ
で
、
改
め
て
兼
輔
歌
「
人
の
親
の
心
は
闇
に
あ
ら
ね
ど
も
子
を
思
ふ
道

に
ま
ど
ひ
ぬ
る
か
な
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　
『
後
撰
和
歌
集
』
と
『
大
和
物
語
』
で
は
、
詠
歌
事
情
の
異
な
る
こ
と
は
先

に
述
べ
た
。
前
者
の
詞
書
で
は
、
う
ち
と
け
た
酒
席
で
、
つ
い
子
煩
悩
ぶ
り
を

発
揮
し
た
父
親
が
娘
へ
の
情
愛
を
込
め
て
詠
ん
だ
歌
と
な
っ
て
い
た
が
、
後
者

で
は
、
娘
桑
子
を
入
内
さ
せ
て
間
も
な
い
父
兼
輔
が
、
帝
の
寵
愛
の
い
か
な
る

か
を
案
じ
て
詠
ん
だ
歌
と
し
て
語
ら
れ
る
。
実
際
、
兼
輔
は
従
三
位
中
納
言
ま

で
昇
り
、
娘
桑
子
は
帝
の
寵
愛
を
得
て
、
章
明
親
王
が
生
ま
れ
て
い
る
。
当
該

歌
に
つ
い
て
、
津
島
昭
宏
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

や
は
り
歌
自
体
は
、
具
体
性
を
持
た
ぬ
観
念
的
な
歌
だ
と
言
わ
ね
ば
な
る

ま
い
。
し
か
し
、
そ
う
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
汚
濁
に
ま
み
れ
た
我
が
身
で

は
な
く
、
そ
れ
を
歌
う
者
も
読
む
者
も
「
心
の
闇
」
と
「
子
を
思
ふ
道
」

す
な
わ
ち
親
の
無
償
の
愛
と
い
う
も
の
に
ど
っ
ぷ
り
と
身
を
委
ね
た
く
な

る
の
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
歌
が
子
を
思
う
詠
歌
と
し
て
広
く
知
ら
れ
、

物
語
の
中
で
多
く
、
引
歌
と
さ
れ
る
の
も
、
そ
う
し
た
純
粋
な
親
子
愛
を

夢
想
す
る
と
こ
ろ
に
起
因
し
よ
う

（
〓
）

。

　
兼
輔
歌
を
引
用
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
に
対
す
る
親
の
純
粋
な
情
愛
を
表
現

す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
親
の
世
俗
的
、
政
略
的
な
思
惑
さ
え
も
、
子
を
思
う

親
の
盲
目
的
な
愛
に
引
き
上
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
、
津
島
氏
の
指

摘
は
興
味
深
い
。

　
ま
た
、
『
源
氏
物
語
』
と
兼
輔
歌
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
先
の
妹
尾
氏
に
次

の
よ
う
な
指
摘
が
あ
る
。

紫
式
部
は
極
め
て
意
図
的
に
「
心
の
闇
」
の
語
を
兼
輔
歌
の
引
歌
表
現
に

の
み
用
い
て
い
る
。
そ
れ
ま
で
は
、
業
平
の
「
か
き
く
ら
す
…
」
の
歌
を

代
表
と
し
て
激
し
い
悲
し
み
や
心
の
乱
れ
・
迷
い
を
表
す
語
で
あ
っ
た
「
心

の
闇
」
を
子
を
思
う
盲
目
の
親
心
の
意
に
特
化
し
て
用
い
て
、
実
に
印
象

的
な
歌
語
と
し
て
再
生
せ
し
め
た
の
で
あ
っ
た

（
■
）

。

　
紫
式
部
が
、
「
心
の
闇
」
と
い
う
「
歌
語
」
を
再
生
せ
し
め
た
と
い
う
妹
尾

14
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氏
の
指
摘
は
も
っ
と
も
で
あ
る
が
、
「
心
の
闇
」
が
「
子
を
思
う
親
心
」
を
表

現
す
る
「
歌
こ
と
ば
」
と
し
て
定
着
し
た
理
由
に
は
、
兼
輔
歌
が
詠
歌
事
情
に

頼
る
こ
と
な
く
、
三
十
一
文
字
と
し
て
完
結
し
た
世
界
を
持
ち
、
そ
れ
だ
け
で

自
立
し
て
い
た
こ
と
も
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
他
方
、「
心
の
闇
」
と
い
う
歌
こ
と
ば
の
嚆
矢
と
な
っ
た
『
古
今
和
歌
集
』『
伊

勢
物
語
』
の
業
平
歌
「
か
き
く
ら
す
心
の
闇
に
ま
よ
ひ
（
ま
ど
ひ
）
に
き
夢
う

つ
つ
と
は
世
人
（
今
宵
）
さ
だ
め
よ
」
は
、
詠
歌
事
情
か
ら
切
り
離
さ
れ
る
こ

と
な
く
享
受
さ
れ
て
い
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
「
歌
こ
と
ば
」
と
し
て
の
「
心

の
闇
」
は
、
恋
に
迷
妄
す
る
意
味
で
詠
ま
れ
る
こ
と
が
極
め
て
少
な
か
っ
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

注　
（
１
） 

和
歌
の
引
用
は
、『
新
編
国
歌
大
観
』（
角
川
書
店
）
に
よ
り
、
歌
番
号
も
同
書
に
よ
る
。

た
だ
し
、
適
宜
漢
字
表
記
に
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。

　
（
２
）
伊
井
春
樹
編
『
源
氏
物
語
引
歌
索
引
』
（
笠
間
書
院
　
昭
和
五
三
年
）
に
よ
る
。

紫
式
部
が
『
源
氏
物
語
』
の
中
で
兼
輔
歌
を
最
も
多
く
引
用
し
た
こ
と
、
兼
輔
だ

け
で
な
く
、
そ
の
子
孫
達
の
歌
も
物
語
中
に
引
用
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
伊

井
春
樹
氏
は
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

彼
女
が
曾
祖
父
兼
輔
を
頂
点
と
す
る
一
族
の
歌
を
し
ば
し
ば
用
い
た
の
は
、
家

の
自
覚
と
そ
の
系
譜
に
つ
な
が
る
一
人
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
た
結
果
に
よ
る

の
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

（
『
む
ら
さ
き
』
第
一
七
輯
　
昭
和
五
五
年
七
月
。
の
ち
『
源
氏
物
語
論
考
』
風

間
書
房
　
昭
和
五
六
年
　
所
収
）

　
（
３
）
『
大
和
物
語
』
の
引
用
は
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
（
小
学
館
）
に
よ
る
。

　
（
４
） 

緑
川
眞
知
子
「
源
氏
物
語
に
お
け
る
ト
ポ
ス
の
確
立
と
変
容
―
「
闇
」
の
語
を
め
ぐ
っ

て
―
（
『
源
氏
物
語
と
平
安
文
学 

第
四
集
』
早
稲
田
大
学
出
版
部
　
平
成
七
年
）

　
（
５
）
『
新
編
国
歌
大
観
』
第
三
巻
所
収
の
『
業
平
集
』
に
よ
る
。
第
七
巻
所
収
の
『
業
平

集
』
の
詞
書
で
は
「
そ
の
か
へ
し
」
と
あ
る
。

　
（
６
）
平
安
文
学
輪
読
会
著
『
斎
宮
女
御
集
注
釈
』
（
塙
書
房
　
昭
和
五
六
年
）

　
（
７
）
妹
尾
好
信
「
人
の
親
の
心
は
闇
か
ー
『
源
氏
物
語
』
最
多
引
歌
考
ー
」
（
『
源
氏
物

語
の
展
望
』
第
十
輯
　
三
弥
井
書
店
　
平
成
二
三
年
）

　
（
８
） 

渡
辺
徳
正
「
『
心
の
闇
』
に
『
ま
ど
ふ
』
人
々
ー
『
源
氏
物
語
』
の
表
現
構
造
ー
」（
『
國

學
院
大
學
大
學
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
第
二
一
輯
　
平
成
二
年
三
月
）

　
（
９)

『
源
氏
物
語
』
の
引
用
は
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
（
小
学
館
）
に
よ
る
。

　
（
10
） 

鈴
木
宏
子
氏
は
、
源
氏
物
語
の
「
心
の
闇
」
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
心
の
闇
」
は
単
に
親
心
の
深
さ
を
表
す
言
葉
な
の
で
は
な
い
。
『
源
氏
物
語
』

の
人
々
は
、
こ
の
言
葉
を
口
に
し
つ
つ
日
常
の
埒
を
踏
み
こ
え
て
、
自
ら
の
情

動
に
身
を
ま
か
せ
る
。「
心
の
闇
」は
理
性
の
た
が

0

0

が
は
ず
れ
る
サ
イ
ン
で
あ
り
、

同
時
に
、
そ
の
よ
う
な
あ
り
方
を
自
身
に
も
他
者
に
も
認
め
さ
せ
て
し
ま
う
免

罪
符
な
の
で
あ
る
。
（
『
む
ら
さ
き
』
第
四
三
輯
　
平
成
一
八
年
　
一
二
月
）

　
（
11
）
『
全
集
』
…
日
本
古
典
文
学
全
集
（
小
学
館
）
、
『
新
全
集
』
…
新
編
日
本
古
典
文
学

全
集
（
小
学
館
）
、『
新
大
系
』
…
新
日
本
古
典
文
学
大
系
（
岩
波
書
店
）
、『
大
系
』

…
日
本
古
典
文
学
大
系
（
岩
波
書
店
）
、『
集
成
』
…
新
潮
日
本
古
典
集
成
（
新
潮
社
）

　
（
12
）
前
掲
（
注
８
）
渡
辺
論
文
に
よ
る
。

　
（
13
）
津
島
昭
宏
「
詐
術
と
し
て
の
『
心
の
闇
』
（
一
）
」
（
『
相
聞
』
四
八
号
　
相
聞
の
会

　
平
成
二
四
年
）

　
（
14
） 

前
掲
（
注
７
）
妹
尾
論
文
に
よ
る
。

付
記
　
本
研
究
は
、
山
陽
学
園
大
学
・
短
期
大
学
の
学
内
研
究
補
助
金
（
平
成
二
十
九
年
度
）

を
受
け
て
追
行
さ
れ
た
。
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